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社会科は，社会認識形成を通して公民的資質の形成
を行なうことを目的としている。この目的を受けて，
中学校の社会科では，地理・歴史・公民的分野で教育
実践が展開されている。しかし，う 般的な地理の授業
はどうだろう。授業では7 断片的・記述的な知識の一
方通行となり，暗記注入の学習に陥っている。確かに，
地域について記述的な知識を断片的に知っていること
は，社会的な見方・考え方の育成に対して有利な状況
にある。しかし，それだけでは社会認識を形成したこ
とにはならない。なぜなら，社会認識を深めていくた
めには，地域にみられる社会事象を総合的にとらえる
ことによって培われていくからである。地域にみられ
るさまざまな記述的な知識をどのように取り上げ，ど
のようにして総合的にとらえさせ，社会認識を育成し
ていくかという点が重要なのである。
そこで本稿では，「どのようにすれば，地域を総合
的にとらえることができるのか」という点を明らかに
し，より社会認識形成に有効な授業を考案する。
＜研究の目的＞
まず，地域を総合的にとらえるための方法を明らか
にする。そして，その研究成果を中学校地理的分野の
学習に取り入れることによって，社会認識形成に有効
な社会科を構想する。
＜研究の方法＞
①　著名な地理学者や地誌学者の総合の考え方を整
理し，理論上の総合の考え方をとらえる。
②　地誌研究や授業実践のレベルにおける総合の考
え方の有効性を吟味する。そして，歴史学から総
合の考え方を取り入れる必要性を明らかにする。
③　社会認識を深めるための総合の考え方を明‘らか
にし ，「総合の考え方を生かしたモデル」を作成
する。
④　以上の研究成果を もとにして，総合の考え方を
取り入れた中学校地理的分野の授業モデルを提案
する。
以上述べてきた研究目的・研究方法にしたがい，次
章以下の展開をする。
－
n　 理論上の総合の考え方
ここでは，地理学者や地誌学者の総合に関わるさま
ざまな考え方から得た有効な点について示す。取り上
げた学者は，田中啓爾（①, pp.293 ―325 ②, p.399)
能登志雄（③, p.182,  p.193,  pp.199 ―200), 木内信
蔵（④, pp.71  -72), 町田貞（⑤, pp.30  ―31) 宮
川善造（⑥, pp.215 ―218), 設楽寛（⑦, pp.70 ―71)
である。
これらの地理学者や地誌学者の総合に関わる考え方
は，筆者がとらえようとしている総合の考え方に対し
て，有効な方向性を与えた。それらは以下の点である。
○　地域を総合的にとらえるためには，多くの要素に
とらわれることなく，地域を代表するような要素を
選択する。
○　地域を分析するための有効な手段は，各要素間の
因果関係に着目して追究する。
○　総合的にとらえるためには，要素間において互い
に影響し合うという相関関係にも注意する必要があ
る。
○　地理の授業において，地域にみられるすべての要
素を組み込 んだ総合を考える必要はない。生徒の理
解能力を考慮して，特徴的な要素にしぼって授業実
践してもよい。
では，実際の地誌研究や授業実践において，このよ
うな理論に基づいて地域が総合的にとらえられてい
るのだろうか。次章では，その点について分析・考
察していきたい。
Ⅲ　地誌研究および授業実践にみる総合
１．地誌研究にみる総合
『地理学評論』に集録された地誌研究を分析した結
果 ，以下の点が明らかとなった。
どの論文についても分析的に研究が進められていた。
地域の事象をとらえ，その事象に関わる事象を因果的
に追究していた。しかし，どの研究においても，因果
関係についての記述が断片的である。地域にみられる
事象間の因果関係が，どのような形で組み合わさって，
地域性をあらわしているのかについて，まとめあげら
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れていない。地域にみられる事象に対して，膨大な資
料や事実を収集し，研究を進めている。しかし，分析
的に進めることに重点がおかれ，総合的に地域を解明
していない。
地域をとらえるために分析的な研究を行なうことは
大切である。しかし，分析だけに基づいた研究は，断
片的に事象をとらえることしかできない。したがって。
『地理学評論』に集録された地誌研究からは，総合の
考え方に対する有効な手だては得られなかった。
２．授業実践にみる総合
社会科教育において は，さまざまな立場・原理に基
づいて実践が行なわれている。教科研・社会科部会で
は， 厂日本の子供たちが，国民 として大切な学力を身
につけるうえに欠くことができない社会についての科
学的認識を社会科の中でどのように養うことができる
か。」（⑧, p.127) という目的に基づいて進められた。
そして，「社会科の内容編成において，第一の基本原
理としたものは，分析と総合の原理である…略（澤田）
…。現実をできる限り単純で本質的な要素（素過程）
にまでまず分析し，その単純な要素およびそれらの複
合からなるもっとも単純で一般的な法則の学習からは
じめて，次第に複雑な諸要素をも加えた複雑な法則性
を認識し，こうして最後に具体的な現実 の全体的理解
にまで到達する」（⑧, P-132) というものである。
としての分析・総合の関係を解決しているのか。 この
点については，地理学における総合を考える上で，有
効な手だてを含んでいる。それについて，次のように
論じている。
厂歴史の総合化と分化をめぐる問題はいろいろな点
から考察できようが，それは，記述と説明と解釈に関
わる問題である。…略（澤田）…歴史記述は歴史事象
をリアルに描き出すことをよしとし，歴史説明はより
厳密な分析によって実証的に裏付けられることをよし
とし，歴史解釈はより深い歴史観にもとづくことをよ
しとする。　したがって，このような３つの『よさ』を
うまくまとめあげたものが，歴史の総合的性格の理想
型なのではなかろうかと。かかる３つの面がばらばら
にならないで統一化されることが歴史の総合的性格を
生かしたことになるわけである。」（⑧, P-12)
以上 の点から，歴史における問題解決過程は，歴史
記述・歴史説明・歴史解釈というプロセスを経ること
によって，総合的に歴史をとらえることができるので
ある。この考え方 は，同様に，分析→総合のプロセス
を必要とする地理学 の分野においても適応できる。し
たがって，この歴史学の問題解決過程を取り入れて，
地域を総合的にとらえるための授業過程について，次
章で提示する。
教科研の授業過程は，分析から総合という考え方に　　IV　 総合の考え方を取り入れた中学校社会科地理的分
基づいた形をとっている。しかし，事象間の結びつき　　　 野
については考えられているものの，事象間の関係を因　　 Ｌ 歴史学の問題解決過程の整理
果的に追究しているものではない。また，この教科研　　　 前章において，事象を総合的にとらえるための歴史
の考え方は，自然地理的な分野に対しては対応できる　　 学についてみてきた。したがって，ここでは，それら
が，さまざまな地域にみられる社会事象に対応できる　　 の方法論を中学校社会科地理的分野の学習に取り入れ
ものではない。地域にみられる事象が絡 み合って地域　　 るために整理し，有効な手だてについてとらえ直す。
性をつくり出している。したがって，地域を総合的に　　　 歴史学における問題解決過程は，「歴史記述の段階」
とらえるためには，事象間の結びつきだけをとらえる　　 「歴史説明の段階」「歴史解釈の段階」の３つからな
だけでは不十分である。教科研による総合の考え方は，　 る。第一の「歴史記述の段階」は，歴史事象にみられ
地域にみられる事象を分析的にとらえ，事象が細かな　　 るさまざまな要素をリアルに描き出す段階である。第
要素によって成り立っていることを理解する点では有　　 二の 厂歴史説明の段階」は，より厳密な分析によって
効である。しかし，科学の探索形式に基づいて，地域　　 実証的に裏付ける段階である。第三の 匚歴史解釈の段
を分析的にみることはできても，総合的にとらえるこ　　 階」は，より深い歴史観にもとづいてまとめあげる段
とができるとは言えない。　　　　　　　　　　　　　　　 階である。このような段階をふむことで歴史を総合的
３．歴史学にみる総合の有効性　　　　　　　　　　　　 にとらえることができるとしている。これらをそれぞ
以上の｡ように，地理学の分野や地理の授業実践のレ　　 れ 厂記述・説明・解釈」という段階に分けてとらえ直
ベルでは，地域を総合的にとらえることができないＯ　　 すと次のようになる。
そこで，地理学以外の分野から総合の考え方を見いだ　　 【記述段階】
すことが必要である。総合的な学問と言 われる歴史学　　　 さまざまな事象がからみあう地域においては，その
を考察することによって，地域を総合的にとらえるた　　 地域がどのような要素で成り立っているのかという要
めの手だてを求 め，その有効性を吟味する。　　　　　　 素を抽出することが第１に必要であるＯそのような意
歴史学はどのような総合的な性格を持ち，歴史科学　　 味においては，地域を構成する要素に着目し，地域に
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どのような要素が存在するのかを把握するために，い
いかえれば，地域事象の要素を描き出すための作業と
して，「記述」 は重要な役割を示す。もちろん，地誌
自体が平板・羅列な記述に終わっていることこそが問
題点となっているのであり，記述そのものの必要性が
なくなったわけではない。つまり，地理的分野の学習
においても地域をつかむための「記述」は重要である。
その記述によって得られた知識が，次段階の関係を把
握するための情報となるのである。
【説明段階】
ここでいう「説明」は，分析にあたる。地理学にお
いては，言うまでもなく，事象間の関係を把握するこ
とがその最大の任務である。また，事象間の因果関係
に着目して，その地域の地域性をとらえることも重要
である。「歴史説明」においては，さまざまな事象間
の関係を因果的関係だけで 説明することはできないと
している。地理学においては，地域の要素の関係を因
果的にとらえることが中心となる。そのような意味に
おいていえば，厳密な分析という部分は，事象間の因
果関係を追究するという考え方に置き換えて使うこと
が妥当である。地域にみられる事象 の中から，中核と
なる要素についてとらえ，その中核要素と他の事象の
関係を因果的にみていくことが必要となる。
【解釈段階】
「歴史解釈」は，分析結果からどのような歴史事実
を見出すことができるかということである。つまり，
分析された結果と当時の時代考証や背景と照らし合わ
せながら，解釈していくというものである。地誌にお
いては，分析結果から，どのような地域的な特色をと
らえるこどができるのかという点が中心となる。その
ように考えるならば，地域性を作り上げている中核的
な要素を中心としながら，他の要素との因果関係を追
究してまとめあげ，その結果として，どのような地域
の特色がみられるのかについて考察を加えていくこと
ができる。さらに，そのような地域の特色をつかんだ
上で（因果関係の分析による地域の実態をふまえた上
で），そのような地域的特色を持つ地域が，どのよう
な課題・問題を抱えているのか，また，今後，どのよ
うな課題が生じてくるのかについてまで考えさせるこ
とによって，総合的な考え方が培われていく。
以上のようなプロセスをとることで，平板・羅列的
な知識が，因果的な関係分析によって，中核となる要
素を中心にして，地域の特色をとらえることができる。
そして，その地域に対する具体的な全体像・イメージ
が浮かび上がり，未来予測が可能となった授業展開と
なる。
２．総合の考え方を生かしたモデル
ー
この歴史学における「総合」の考え方 は，中学校地
理的分野の学習に対して ，有効な部分を含んでいる。
すなわち，総合の過程が「記述→説明→解釈」という
ように，低次なものから高次なものへと進んでいく中
で，全体像をとらえていくということ，さらに，総合
へと到る過程においては，記述的な知識をもとに，分
析的に関係する事実を実証し，それらをふまえた上で，
事象に対して，結果の判断をおこない，全体的な特徴・
イメージに結びつけているということである。
地域を総合的にとらえさせるということを前記の歴
史学の問題解決過程に対応させて，中学校地理的分野
の授業過程を以下の３つの段階に分けて考える。
【記述段階】
この段階では，地域にみられるさまざまな事象を豊
富に取り入れ，情報とすることが必要である。そして，
それらの事象の中から地域を代表している事象をとら
え，「なぜ，そのようなことが起こるのか」という問
題を把握させる。つまり，この段階で得た情報が，多
様な事象の中から中核的な要素を抽出し，問題を焦点
化するための手だてとなり，予想するための材料とな
りうる。
【説明段階】
事象間の関係を因果的に追究する段階である。この
段階では，地域にみられる中核的な要素と他のどのよ
うな要素が関係しているのかを予想し，豊富な情報に
基づいてそれを仮説へと高めていく。そして，それら
の関係を科学的な探究方法によって検証していく。予
想された事象と中核となる要素の因果関係をとらえて
いくことで，地域が中核となる要素を中心にして他の
事象との関わりの中で成り立っていることをつかみ，
それらが地域の特色となって現れていることをとらえ
させていく。
【解釈段階】
この段階は，中核要素を中心とした地域の特色を生
徒の内に定着させ，さらに，地域における課題等 の未
来予測をおこなわせる段階である。地域にみられるさ
まざまな事象の中から，地域性を反映している中核要
素と因果的に関わる事象を抽出し，それらの関係をと
らえることによって地域性を把握させることが必要と
なる。 そして，地域の具体的な全体像・イメージをと
らえた上で，地域が抱える課題や将来的な動きを予測
し，それらを解決して行くためにはどのような方法を
とっていったら良いかを考えさせる場を与えること
が必要となる。
ここに歴史学における問題解決過程を 組み込んだ
「総合の考え方を生かしたモデル」を図１に提示する。
また，図１の「総合の考え方を生かしたモデル」の
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各段階に対応して，授業 の流れとして作成したものが，
図２の 厂社会科授業過程モデル」である。
Ａ 記述段階　・事 実Ａ　・ 事実Ｂ　 ・事実Ｃ　………
Ｂ 説明段階（因果関係 の把握）
原因・結果
事実ａ
原因・結果
事実ｂ
原因・結
果となる
中核要素
原因・結果
事実Ｃ
原因・結果
事実ｄ
原因・結果
事実ｅ
原因・結果
事実ｆ
一一 因果的説明 ， ……因果関係 なし
Ｃ 解釈段 階
中核要素を中心と↓だ地域における特色 の言明
○地域 に生 じる課題等を予測し ，解決方法を
総 合的に考える
図１　総合の考え方を生かしたモデル
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驢１鳳處化させる
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・ 墻峨にみられ
る事象から中核
的な莫爾１息図
する
傴凧段階
⑩窰とめ
φ応躅
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る
○対象地峨が中核と
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・地域性の把籃
が鞨かれた彫で
詈祷する
図２　社会科授業過程モデル
このような社会科授業過程モデルにしたがって授業
を組むことによって，地域を総合的にとらえることが
できる。
３．総合の考え方を取り入れた中学校社会科地理的分
野の目標と指導計画
筆者は，地域を総合的にとらえさせるために，総合
の考え方を生かしたモデルに対応させた中学校社会科
地理的分野の授業を考案した。授業 は，現行中学校学
習指導要領・地理的分野内容（2）ウーエの内容を受けて，
「中京工業地帯」（全３時間） の小単元で設定する。
なお，紙面の都合上，ここでは，各段階の目標（説明
的知識）と単元の指導計画をそれぞれ図３・図４のよ
うに示す。
単元名：「中京工業地帯」（３時間完了）
【記 述段 階】 ：第１時
中 京工業 地帯 は ，他の工業地帯 に比 べ，輸送機器 の生 産がさ
かんであるため，機械工業の占 める割合が高 いという特 色ある
工業 地帯 となっている。中京工業地帯 が発達 した理 由は，トヨ
タ自動車などの自動車工業や関連産業 が豊田 市お よび周辺 地域
を 中心に愛 知県 下 に多数 の工場を立地 し，生 産を 拡大したから
で ある。
【 説明段階】：第２時
トヨタ自動車 は，①名古屋市を中心 にした工業 地帯 に近い ，
②近くに農家が多 く労 働力を得 やすい，③鉄道が通り材料運搬
に便利である ，④荒 れ地が多い ため田 畑をつ ぶす必要がない ，
という理由 によって ，豊田市（挙母 町） に立地した。
また ，工場誘致条例・道路網 の整 備や自動車産業の持つ特質
などから ，自動車工業や関連産業 が豊 田市 やその周辺地域に集
中した。
【解釈段階】：第 ３時
豊田市 は，ト ヨタ自動車 によって ，人口増加，工業生産の拡
大や税収入 の増大 などを通 じて 発展し，名 古屋市に並ぶ ほど の
都市 に成長し た。 また，ト ヨタ自動車や関連産業 は，中小 の下
請工場を ともな って ，周辺地 域に拡大し ，西三河自動車 ベルト
地帯 と呼 ばれる工業地帯 となり，中京工業地帯 の中核 とな って
い る。
し かし ，豊田 市の急 激な人口増加 は，住宅や学校 の不足を も
たらした。 また，自動車の急増は ，交通渋帯 ，騒音・排気ガ ス
など の公害や交通事故などの問題を引き起こし，交通弱者 にとっ
て生 活の不便さを生み出した。
一
図 ３　 各 段 階 の 目 標 （説 明 的知 識 ）
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時 段　　階 主　 な　　問　　い 目　　櫃
１
記
述
段
階
導入
○中京工業地帯はどのような範囲に分布しているのだろう
○中京工爽地帯はどのような特色 があるのだろう．
●中京工業地帯の分布や 範囲を知り，他の工
粟地帯との比鮫によって ，中京工業地帯の特
も をとらえる。
学習
間題
○なぜ，中東 工業地毎は日本第３の工業地毎 に発展したのだろ
う。
１ なぜ中京工業地帯は発展したのかという疑
問を持ち，その理由を予 想する。
仮説 ○どんな理由が考えられるのだろう．
検証
○資料からわかったことをｔ 繩して ，まとめて みよう。 ｅ 中京工業地帯の発展理由を理解し，中京工
業地帯 の中核要素が自動車工業であることを
とらえる。
導入
○中京工業地帯の中心が自助朿工業であるこ とがわかりました
では，その中心的な都市豊田市について，資科から何がわかり
ますか。
ｅ自助稟工業の中心都市であ る豊田市の概略
を知る。
２
○トヨタ自助禀は どのような会社な のだろう。 ＠自助車工業 の中心であるトヨタ自助車の概
要を知る。
説
明
段
階
学
習
問
題
把
掘
○なぜトヨタ自助車工巣や関連産業は，豊田市やその周辺地城
に発展したのだろう。
凸
瑤なぜトヨタ自助車は豊田 市に工場を立地し
たのか，なぜトヨタ自動車や関連産業 かl 田
市を中心に集まっているのかという疑問 を持
ち，その理由を予想する。
○なぜ，トヨタ自動車は墨田市に工場を立地したのだろう
（①）
○なぜ，トヨ タ自助禀や関連産業 は，丑田市やその周辺地
域に集まっているのだろう。　　　　　　　　　 （②）
仮脱 ○どんな理 由か考えられるのだろう。 ｅ それぞれ用意された資料から，間いに対し
て，仮脱を立てる。
検証
①
○問い①について，交通・用地の性質・労働力の面から資科を
用いて，わかることをとらえてみよう。
＠トヨタ自動車は，墨田市の工場用地が，交
通・用地の性旻・労怕力などの点で他の候補
地よりも有利であっ たために工櫛建設したこ
とを理解する。
検証
②
○問い ②について ，自助車産巣 の特質や豊田市で制定された条
例からとらえてみよう。
ｅ 豊田市や周辺地城に自助車工業や関連産業
か集中しているのは，自助車産業が持つ 特質
や条例の施行などによってもたらされている
ことを理解する。
まと
め
○今まで検証して きたことを整理してまとめよう。 ＠ト ヨタ自胝車の工場立地の理由や工櫛集中
の理由をまとめる。
３
解
駅
段
附
導入 ○トヨタ自恥車は，豊田市にどのような発展をも たらしたのだ
ろう。
ｅ 豊HI市でのトヨタ自動車発展の影響につい
て ，プラスの面をとらえる。
学
習
問
題
予
想
○豊田市や中京工業地帯は，トヨ タ自助車によって ，どのよう
な影響を受けたのだろう。
母･
＠トヨタ自動車が地域に与えた影響は，プラ
スの面だけでないことを知り，豊田市や中京
工業地帯にどのような影響を与えたかについ
て疑問 を持つ。
○豊田市はどのような騨喀 を受 けたのだろう。（①）
○中京工業地帯では，どのような役割を果たしているのだ
ろう。（②）
検証
①
○問い①について ，資料を用いて人口増加と自助車増加 によっ
て生じた問題について栓曁していこう。
ｅトヨタ自動車の発展が都市の発展だけでな
く，人口愈増や自助車の増加などによって，
地域の人 々に髻嗜 をもたらしたことを理解す
る。
検証
②
○問い②について ，資料を用いて中京工粟地苓で果たしている
投割について とらえていこう。
ｅ トヨタ自動車や関連産業は墨田市や周辺地
域に拡大し ，中東工巣地帯 の中核的 な存在 に
なっていることを理解する。
応用 ○豊田市や中京工巣地帯は今後どのようになっていくのだろう
ろう。
ｅ墨田市や中京工業地帯の今後の姿を予測し
て，課題などについて話し合う。
図４　単元の指導計画
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筆者は，地域を総合的にとらえるための授業過程を　　　新たな手だてを講じることによって，未来予測が可
記述・説明・解釈という３つの段階で考えている。記　　　能となり，地域を総合的にとらえることができる。
述・説明段階を経ることで地域にみられるさまざまな　　④　地域を総合的にとらえ，地域性を解明するために
事象から中核的な要素に絞り込み，中核要素を中心に
他の事象との因果関係を追究し，解釈段階で地域性を
把握するというプロセスで展開される。実際の授業モ
デルでは，記述段階において，地域にみられるさまざ
まな事象から，特色ある中核的な要素をとらえさせる
ために豊富な事実を与えている。そして，説明段階に
おいては，中核的な要素と因果的に関わる要素を抽出
し，それらの因果追究を行なわせている。さらに，最
終的に解釈段階として，中核要素を中心とする地域性
を把握するために，地域にみられる事象の中から，中
核要素によって影響を受けている事象についてとらえ
させている。よって，この指導計画による授業では，
各段階の分析の結果　歴史学の問題解決過程から得た
総合の考え方を取り入れた授業であるということがで
きる。
Ⅲ　結
は，以上のような手だてを意図的に授業に取り入れ
る必要がある。
以上が本研究 の成果である。今までの中学校地理的
分野の授業では，地域を総合的にとらえることが必要
とされているものの，地域を総合的にとらえるための
有効な手だてを取り入れたものはなかった。それに取
り組んだものが本研究である。もちろん，この研究で
得た方法は，あらゆる社会事象に対応でき，どのよう
な地域も総合的にとらえることができるわけではない。
また，論証の不十分な点や課題等を残している部分も
多い。したがって，今後の課題として，本研究を実践
して行くことで有効性を吟味し，研究成果をより高め
ていきたい。
（注および引用文献）
①　田中啓爾，「地誌論」，辻村太郎編，「地誌学
本質論」，朝倉書店, 1955.
本研究の目的は，地域を総合的にとらえるための方　　 ②　 田中啓爾，「地理教育及地理学的研究の態度　11
法を明らかにし，社会認識形成により有効な中学校地　　　 分析と総合」 ，『続地 理学論文集』 ，古今書 院，
理分野の授業を構成することであった。そして，その　　　1950 ｡
方法として，歴史学の問題解決過程をモデル化し，総　　 ③　 能登志雄， 厂地誌学」，木内信蔵・西川 治編，
合的に地域をとらえる方法を地理的分野の授業 に組み　　　 「朝倉地理学講座１　地理学総論」 ，朝倉書店，
込むことを考えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1967 ｡
歴史学における問題解決過程は，記述・説明・解釈　　 ④　木内信蔵，『地域概論』，東京大学出版会, 1968.
という段階によって成り立ち，この段階を経ることで　　 ⑤　 町田貞，「第１章　地理教育の原理と方法」，町
歴史を総合的にとらえようとしている。このことは，　　　 田貞・篠原昭雄編 ，『社会科地理教育講座１　地理
中学校地理的分野の授業に対して，多 くの有効な部分　　　 教育の理論』，明治図書, 1984.
を含んでいた。研究結果から，歴史学における問題解　　 ⑥　宮川善造，『現代地理学原論』，大明堂, 1962.
決過程を組み込んで，より深い社会認識形成をめざし　　 ⑦　設楽寛 ，「第２部　地誌研究の方法論と周辺　 １
た「総合の考え方を生かしたモデル」を作成した。そ　　　 自然地誌 の諸問題」 ，谷岡武雄編，『世界地誌ゼミ
して，「総合の考え方を生かしたモデル」に対応して，　　 ナールIV　世界地誌の研究と教育』，大明堂, 1975.
地域を総合的にとらえるための中学校地理的分野の授　　 ⑧　教科研・社会科部会，『社会科教育理論』，麥書
業を構成した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 房, 1966.
本研究を通じて以下の点が明らかになった。　　　　　 ⑨　神川正彦，『歴史における言葉と論理Ｉ』，勁草
①　中学校地理的分野の授業 の導入部分において，豊　　　 書房,  1970.
富な事実に基づいた情報を与えることによって，地
域を構成する中核的な要素を把握することができる。
②　中学校地理的分野の授業の展開部分において ，中
核的な要素と他の事象の因果関係を追究させること
によって，地域の特色となる要素と他の事象の関係
をとらえることができる。
③　中学校地理的分野の授業の終末部分において ，中
核となる要素を中心にして，地域の特色を まとめあ
げる。そして，地域が抱える課題を把握するために，
―  92 ―
